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新館長挨拶一新キャンパスにおける大学博物館のヒ、ジョン 松隈閉彦

今年4)Jから館長をつとめさせて引いております、総fT研

究 |呼物館の松限です。これから2カ年、どうぞよろしくお願い

いたします。

さて、九州大学総f;"li)f冗t'，ll物館は、2000年4)J 111に創設

され、今年で10{1ミ11を迎えました。7名の i♀任教Llと3名の事

務系職Llからなる叶釘(は、創設以米、 h~/J~ゃれii本収蔵のス

ペースを備えた博物館組!ilのtt物を持たないという|水|難な

状況の巾で名 1 '1 の I~JI"Jの研究を行うと共に、学|刈に蓄杭さ

れた学術燃本の実態調ftと侠珂!・公|剤、大学の教行 ・研究を

社会に釘{介する Jt~ぶ ìlíjA'J (公開以ノJ¥、特別以示、、|正常j民示、

サテライトh~示)、大宇数行(学 J芸員資栴|共J l11 H11、学部・大

学 I~'G 教育)、社会教í1(公 IJI:J講演会)、仏、出前動 (1噂物館概梨、

年制、 iiJf冗糊代、 |呼物館ニュース)等を泊して、学内外の教行

とiijf究の支援を行ってきました。創設10{1ミト|の節円の午、大

学執行部からは f5iド11評価Ii.10年以内高Il織見出しJ制度に

JI~づ<j]'11uniにより、新キャンパス移転後における総代研究博

物館のビジョンが/1¥1われています。これを機会に、大学博物

館がこれから進むべきjJlilJを、 1
1.'1物館スタッフ、l2常委L1会と

J~ に、外部識者の意見を参考に考えてみたいと出います。

大学博物館のあり方と将来伊ijむについては、教il会議で

たびたび、議論すると共に、「新しい大学博物館を考える会Jの

促言 (2003年)や「外部評価J(2006年)により、外部識T号の

松隈館長プロフィール

松限 I~i彦 (MATSU IくUMA ， Akihiko) 

I~t'j 門:出生物学、軟体動物分類学

九州大学大学院迎学研究科博上課程中退、:E'II学博 t。九州

大学問学部、|玉|立科学博物館動物研究部などを経て、2000

年より九州大学総介研究博物館教授。専門は IJi生物学、特に

軟体動物の系統分類学、椅分化の様式と機構に|刻する研究。

id近は、移人陣オオクピキレガイの移人経路と分イIj拡大の追

跡調任やヤマボタルカeイの生物地王11[などの、分 f生物学的手

法を)IJしEた解析にも取り組んでいる。組l床は採集とテニス。糸

島イE住。福岡H知談話会主宰、九大・糸!詰会幹'J五。

怠見を聞いてきました。また、大学博物館等協議会の一員とし

て、 2007{1::からは協議会副会長校、 2009年からは会長校と

して、協議会総会や協議会の下部組織である博物科学会の

研究発去を辿じて、各大学博物館の事業と教育 ・研究活動を

学び、千号館がl直面する諸問題についての情報を共行してきま

した。

これらを総介して4・える新キャンパスにおける九州大学総

合研究博物館のビ、ジョンは、(1)大学が所j践する学術椋本を

利川可能な状態、に整理・{栄作し、構築したデータベースなど

を些に、 I，q内および、アジアの大学や博物館と辿携して、標本-

資料に以づく l均等教育 ・学|際的研究の拠).1¥(となる、 (2)全国

償、政びの大学博物館をH折すのではなく、九州大学の歴史と

地用「内な位i丘に似ざした独rlの大学|噂物館を 11指す、 (3)

多分野にわたる標本資料と科分野の専門の研究者を擁する

としづ特性を活かし、同物館を利川した校外学宵や生涯学11

に対応することで地域と述抗した博物館を作り、社会と大学

を結ぶ窓nとなる、というものです。

大学博物館が斗初の設ii'ln的に!必えつつ、社会的責任を

果たすためには、新キャンパスに全学の学術標本を収納で

きる標本席スペースと、教行 ・研究のためのスペースを備え

た同物館をできるだけ半く建てる必要があります。背さんのご

支媛とご協力を心よりお願いqlしJ-:げます。

ー オオクビキレガイ情報収集中!

刷や!丘、他え込みなどによく L、
ます比かけたら、

matukuma@museum.kyushu-u 

ac.jpカ¥FAX:092-642-4299

までご一報下さい



平成20年度公開展示f奴国の南ー九大筑紫地区の埋蔵文化財ーjと 一一一一

筑紫図書館でのパネル展示開催のご報告 国仇義 J

「奴国の南J展示風景(九州国立博物館文化交流展示室において)

平成21年1) J 1 1 1より2)J 811まで、九州1nl立博物館41惜文

化交流民ぷ窄にて、九州大学総fY研究|呼物館、|勺え20"f度

公lJl:Jl民心「奴llilの|旬-九六筑紫地|夫の均版文化財リを開催し

ました。筑紫地区は米市 JI~地の跡地利川として、 II(同1153年より

九州大学のキャンパスとしてI誕/主しました。しかしながら、そ

の地は 『税志倭人伝』などの史 113に「奴|玉1Jとして記I賊された

地域であり、以前から辺跡のイバ1:が指摘されていたため、九

州大学では諸民~設の建設に先立って発i}n: 訓 ftを実施してき

ました。民知lにわたる訓宵研究の成*は、 Il¥1-.: 11:の多さや諸

般の・F↑l与から、これまで、あまり乍内外に制介されることがあり

ませんでした。そこで、今1"1の展ぷでは弥生時代、山-噴H、?代、

山代とし、う時代]JIJに、これまでの調汽-研究で|りjらかになっ

た成民をごく一部ではありますが民示しました。

WJWdll1 は40，161名の方に来場していただき、好評価をい

ただきました。特に丹川県から山 |二した 1号制加(巴形銅保)を

鋭治した鋳型が筑紫地If.から11¥-1て しており、|共J~資料として

令|五|の山形銅加を悦べた展ノ兵は、多くの縦覧行が伝ち止まっ

てケースをのぞき込んでいました。また、筑紫I也氏の一角には

~代、子|抗がイ子仮していた l 可能性があり、「、Ij:Jのf-が唱すi干さ

れた上限や瓦、似などの多数の資料を民示しました。これまで

うそく矢11られていなかった I'i代、子|涜の仔花に、大学|到係斉だけ

でなく来館斉の多くが興味をぶしていました。

「奴国の南Jメイキングを見てみよう!

九州大学埋蔵文化財調査室のウェブサイトに、「奴同

の市Jのメイキングが制介されています。展示作成の

哀似IJをかいま見ることが11¥来ますよ!

九州大学出版文化財調汽常トップページ>域近の活動

http://www.scs.kyushu-u.ac.jp;-maibun/ 

tennjisyasinn. html 
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この公If川氏示をとおして、九州大学筑紫地1;<の教職uに共

感していただき、、I~成21 年5) J 161/、筑紫地区オープンキャ

ンパスのイベントの一環として、筑紫|珂占館におけるパネル

JHk;J，と，{'{r-の造物j民不を実施することになりました。パネルを

12枚作成し、筑紫|火17!?飢のロビーで民示させていただきまし

た。筑紫I也氏の教職員にとっては、仁|らがえnうキャンパスの弥

生時代以来のj悟史を矢11る初めての機会でもあり、長いH経史が

D'1みEなっている 'J五を実感していただくことができました。111

川の開催にも関わらず、学|人l外の 100名を越える/i々に観覧

していただき、好評でありました。

こうした展示活動の結決、筑紫/;;(/~号館で、今 1"1作成したパ

ネルを常設展示することが決定しました。平成21年11 ) J 1 11 

の民示開始に向けて、別イ正井抑!の一部撤去やパネル投開.fZi

所の改装を行っています。また、展ぷ解説1m子を 1171汁li-英

語 ・ 11 1 1五|祈・ハングノレの4カ IJi/~{fで作成しています。筑紫地|又

を訪れる海外の研究者に刈して、キャンパスの歴史と開成文

化財司I~Jft研究活動の一端をご鮒介 IIU-Iミるものになると考えて

おります。今川の一迎の展ぷ活動が、筑紫地lベの教職Llだけ

でなく、内外の研究Tiや川辺住民の背係に|刑かれた大学とし

て、日川されるきっかけになったと嵩んでいます。

故後になりましたが、WJII'd111ご米場下さった符慌に派く御

礼巾し上げます。筑紫|火17!?館の常設以不でもお待ちしておりま

す。今同は、九州大学大学院比較社会文化研究院JI~}肖相}m ，H~

l̂IT，人文科学研究院考 Ili学研究雫、総介研究開物館などの|羽

~機関の諸先生/J、九州|五|立 11-'1物館、筑紫|ヌ|占fìUなどの li行機

関の関係者の背様のおかげで、一辿の!民示活動を実施できま

した。この場を fl'~ りて、お礼 111 し上げます。

(九州大学開放文化財調査室・学術fi)f'j'LiU

筑紫図書館での展示設営(平成21年5月16日開催)

九州大学筑紫図書館での常設展示は

平成21年 11月1円(円)オープン!! 



常設展示室ヘょうこそ:その6
九大博物館展示室を利用したワークショップ⑧

まずはじめにご制介するのは、 2008イI=-6) J 281 I ( 1--，)に、

総介研究博物釘f市投h~ぶ本で、行った、「インクルーシブ・デ

ザインワークショップ:ー紡に九大博物館をデザインしよう!J 

です。 ファシリテーターは、ぷやI，j工学研究I~'ê の、|リ 1:康之取教

授です。、|サ1:先生はこれまで、製JIlllデザインなどの分野でこの

ワークショップ手法に1[)(り制lんできていましたが、博物館の民

;j，'-i:でのワークショップは、今1"1が初めての試みで、した。

エクストリーム・ユーザー5朽の万をリードユーザーとして、

計25人が4チームにわかれ、 h~ぷ宅の観察、 I I'r JIDJ以の抽出

とJHl、アイデアfHしなどをしていきます(ドザl'i参照)。これま

であまり気に留めずにいた段だや、 h~ ぷ物の，'，-，')さなど、リード

ユーザーの反応やコメントをとりいれながら、 II'rJ題点がどんど

ん指摘されていきます。チームで一緒に見て1"1ることで、「なる

ほど、%がつかなかったげそういう見方もあるのかJといった

気づきが似されます。

指摘される|問題以の数々は、当館としては上[が~Ii'j く悩ましい

ものばかりでしたが、今後のよりよい民ぷや博物館のあり/iへ

の改以につながると思えば、大変イiり難し、ものです。例えば私

は、j民示宅を3つのフロアにわけている2'"'-'3段の|桝段は、危

ないけれども気をつけていれば大丈夫だろう、と思っていまし

た 。 しかし、大勢の人がh~ぷ宅に人ってMノぷに集'1 1 していた

り、 11川、すの万が段/SJ.f!Wの通路を実際にとおったりしてみる

と、やはり.{"ir危ないということがわかりました。この段疋を活

かし、また夫在日を似ちつつも、 hiJlI，jに危険でない状態にする

L)cの必要性を認識することができました。

今川のワークショップでは、そのような例々の只体的な解

決策を挺楽するというよりは、ワークや共イIをとおして、新しい

コンセプトの博物館

の全体像や展示の

提案を I~ 由に 11\ して

てもらいました。

ワークショップとし

ては、参力111号の符さ

んには楽しんでもら

えた様子で、「またこ

ういうワークをやり

たしリというコメント

もいただきました。

その後、付筆紙に

浮かれた 11¥1題点を

tl，y:物館で、全てデータ

化し、提案の吉かれ

たfAili紙も記録して

子佐美島一一一

、-4 

演者平井康之
九州大学芸術工学研究院

准教綬

'興Rゴ，払.t" ，.~.. ;f- J ド-..乞凡 -ザ，.主‘，勾守，て ・ュ P 個電怠昨4・.!.~， ~，::・ヤし"-4/1 

今回のワークショッブと、その前日に開催された

セミナーの案内ポスター。図案はササユリで主

分析することにしました。劇作、データは平)1:ゼミに子波され、

それらを元に、平井先生とゼミ生の背さんが、制イ正のh~示宅

の桜本的な問題解決とよりよい以示にむけた提案作りをすす

めてくれています。

このワークショップから l年経った刻化までに、平JI:ゼミと

ともに、乍外の博物館でも同線なワークショップを-屯ね、博物

的Hことって有効なインクルーシブデザイン・ワークショップの

手法改良などにも収り組んでいます。

次川は、同じような万法で fども述と一紡に行ったワーク

ショップについて紹介いたします。

(総合研究博物館開示研究系 ・助教/植物系統学)
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ワークショッブの様子. ①班ごとに、リードユー

ザーを中心として、展示室を観察して回りま五 ② 

気づいたことなどはどんどん付筆紙に書き込んで、

挙げて行きますLそれらをチームで共有してから、グ

ルーピンク、していきますL ③今の展示と、それをこ

れからどういうふうに変えたいかということを、イ

メージカードで表現しますL ④最終的な提案作り

を前に、参加者がそれぞれ持っているアイテ、アやイ

メージを見える形(絵)にして、チーム内で共有しま

すL ⑤最後に、「こんな博物館だったらいいなjと

いうアイデアを発表しあいま主



研究紹介:ライデンにあるオランダ商館員の

日本コレクションの調査
野藤妙

写真 1:ライデン国立自然史博物館の外観(左)と内部の展示(右).

2009年4月、シーボルトたちオランダI{~flii Llによる 11本

コレクションの調資(代表:?勾11時准教授)に/liJ向させていただ

けることになり、オランダにあるライデン|丘|伝民俗|噂物館とラ

イデン同立自然史問物館を訪れました(2+U 1 )。

?江[戸H

物を!購!惜持人することもn由にはi山1¥来ませんでした。商白釘館'rf只iフイツ

セlルレはその宇著年書の中でで、、たった一人の両|正の1'11介によってし

か絵を入手できないことを述べています。この 11同医こそが長

11時の絵師川原慶賀であると考えられています。カメラのない

時代、|荷館員にとって鹿賀の絵はH本を知る上でどんなにiTI

要な資料で、あったでしょう。ブロムホフ、フィッセル、シーボル

トの持ち帰った H本に関する絵のほとんどが鹿賀によって描

かれたものであり、その内平等は、 11本の凪京、動植物、 H本人

の風俗など多岐にわたっています。そしてそれらの絵は、フイツ

セルやシーボノレトの持作の'1'で活用されました。

シーボルトが収集した 11本の動物のはく製やアlレコー

/レ漬けなどの標本と慶賀のそれらの写生|刈は、ライデン

同立自然史博物館へと収蔵されました。今凶、ライデン

写真2:rマダイJ)11原慶賀筆、ライデン国立自然史博物館所蔵
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同立円然史悼物館では、 WII本動物誌』のj京l同で、あるj変幻

がHi'iし、た魚類・巾殻類などの動物図の他、シーボルトの要

請により絵師として来日したフィレニューフェによる動物

関を出彫・計測し、材質を調1iしました。生き物の多く

は、標本にすると変色してしまうのですが、!菱illtの絵は動

物が生きていた当日寺の鮮やかな色彩で鱗や模憾なども品111需

にH，'iかれています(写児2)。

ライデン同立民俗学問物館(写真3)は、シーボルトの卜|本

コレクションをもとに設立されており、その後、デン・ハーグに

収減されていたブロムホフやフィッセルのコレクションも統

合されました。現住、!菱貨の作品の多くが所蔵されています。

それらの作品の'1'でも、今同は、 11本の胤俗に|則するイ'/1:1
1
11
1， (1 1 

本の職人 ・ 道只など)や柏物 '1~ 虫の|蚕|を'1 1 心に 、 J最彩や言 l'

it!リ、材質の調汽を行いました。私は、j変賀の作品は人々の生活

場 IUIをカメラで撮影したかのようであり、説明的であると感じ

ました。外|玉|の人々が日本を矢11るために捕かれた俊釘の絵

は、別在の私たちにとっても江戸時代の人々の生前を教えてく

れる弔要な史料であることを内確認しました。また、特別に補

修室を見学させていただきました。裏打ち紙をはがした制j本

の作/IIIlの表面など、?ヰ段は見ることができない部分を見ること

カ2できました。

ライデンの博物館には江戸H寺代の日本に関する口重な!と

料が多く収蔵されています。また、オランダ最占のライデン大

学は、ヨーロッパで、最初に 日本研究のための学科が開設され

ており、ライデンは日本と非常に関係の深い都市と 言えます。

その深い関係を物語るように、 2009午ーはtll摘通商4001Tー

にあたり、ライデンの町のあちこちに「ジャパン@ライデンjの

肴板が指げられていました(写真3)0 

(比較社会文化学府日本社会文化専攻.11多-t2年)

写真3:ライデン国立民俗学博物館の外

観(上).右は、町中で見かけた日蘭通商

400周年記念行事「ジャパン@ライデ

ンJの看板.シーボルト「日本植物誌Jで有

名な、アジサイの図があしらわれている。



研究紹介:日本における家庭用電気洗濯機の成立に関する研究 林原泰子

1甘えL洗iN機の導入を合め、 11本における'1:1市の近代化は、

継続的に欧米の彫響を受けることで成立してきました。|りj治

則l以降、新たな'I:jjfj様式や1Illifli'I制が次々に渡米し、それに fl~

う什出失点がもたらされています。これらが知則!日jに受子守される

ことで、羽イ1:の生活線式が形作られてきたのです。しかしなが

ら、これらの導入経糾については、正確に理解されているとは

r iし明fし、状況です。

以上の観点に立ち、私の研究テーマrll本における家庭州

電気洗泌機の成立に|刻する研究Jでは、日本における近代的

な洗泌スタイルの起点となる「家庭用電気洗泌機Jを主軸と

し、出~*の進以という例入l、〔から、 11 本における洗泌文化の変

選を|り1らかとすることを 11的としています。別在までに婦人雑

誌 ・ FIJ 本・企業技術報・ 1お'F公報 ・ 実川新案公幸~等の一次資

料にわJする詳細!な文|猷liJtilf可により、戦前WIの間・子動式洗濯

機-電気j先端機について、その成立過程と汗汝の係 fについ

てまとめてきました。

.洗泌似: 屯公(1jt泌機以"JIJの必需PIllIlであったと考えら

れている洗濯似ですが、 Iql刈への導入は明治則以降であり、

それ以前の洗泌は、子係みや足踏み洗いが主流でした。文

明1m化による洋装の広まりに付随し、内洋洗泌の迫共として

導入された洗泌板は、|り l治30{f1~'こ手Ilrm を合む家庭洗濯に

使川され始めます。その後、大 IE19Iを通して急激に汗及し、 B(-{

不|ト初Wlには一般f内な洗ri世間Hとなっていきました。

.手動式洗濯ー機: 洗出似に続いて、明治則lには手動式

の洗泌機が紺介されており、続く大正則に|玉|産化にセります。

近1fではその仔在があまり矢|陥れていない子動式洗濯機で、

すが、、'i什刊u

積極的に取り上げられており、その後の'屯気洗出機の成立

に、 rr洗先j濯福イメ一ジの変イ化ヒtJという弘引d点l

あるといえます。

.輸入電気洗泌機: 'lEtt洗 it~機は、アメリカにおける先

進的な家電製JIllとして、 1921(大正10)年以から|司内に紹介

され始めますが、電気設備を必要とする上、 1匂伊、で、あることか

ら、その導入は一部の桁悩者・知識者層に限られていました。

l愉人に際しては、アメリカdj場の動向を把握した tで、常に最

新の114式が選出されており、このH与W1に技術と文化とが/lil時

に導入されていたといえるで、しょう0

.国虎電気洗泌機: 同席の電気洗泌機が管場するの

は、 1924(大正 13)年頃で、 IlJ筒(ドラム)式r11比式洗濯機J

の裂治・!坂シピが確1認されています。IIff和初期には文献で取り

cげらるなど、比較的認知|が進んでいたようですが、 1932

(1附不117)年頃に、大手企業である之浦製作所製の撹伴式

rSolarJが登場すると、同機はr/i場から姿を消してしまいま

す。結果として現布では、 i段，~IJ戦後にわたり電気洗濯機ライン

5 

ナップを)飢えした rSolarJのみが、戦前のIEI斥機として女11ら

れているようです。

図1: rソーラ電気洗濯機j

(住宅改良曾『住宅j5月号、 1934.九州

大学附属図書館中央図書館所蔵より)

図2: r電気洗濯機の構造と寸法J
(関重宏、『家庭電気読本』、新光社、
1934.九州大学附属図書館芸術工学分

館所蔵より)

rSolarJは、近年多くの文献で「同産第 1号電気洗滞機Jと

して取り上げられています。実際には前述のru比式洗濯機J

が先行していたものの、戦前からの儲んな広行・fヰ蒙活動や、

その後の|玉II空機への影響を考えると、非常にif[要な事例で

あることは間違いありません。凶lは1934日昭和9)年の雑誌

『住吉』に見られる rSolarJの'ザ点、|火12は|司年の文献 『家庭

電気読本』に見られる rSolarJの肉l而です。新規の家出電化

製品である電気洗泌機が、戦前期lに既に|玉|応化されており、

その認知|も進みつつあったことが確認できます。戦後の急激

な電気洗HI~機の普及へと繋がる消費者の意識は、この時期

に芽生えていたと与えることが可能です。

今後は、戦後における同産機製造の再開|時から、二I、j主な持

及が認められる昭和30年代にかけての電気洗泌機市場に

ついて、文献資料調査を中心に明らかにしていきたいと考え

ています。 また、技術的動向を確認するために、~1I，'iの機体を

入手し、実際の使用法や機能・構造についても検討を行うこ

とを予定しています。

(総合研究開物館・専門研究員/産業デザイン)



アンケート調査のご報告

昨年秋に、 一般lilJけアンケートを夫胞しました。ご協力下

さった皆保、どうもありがとうございました。

このアンケートは、学内の研究支援 (P&P)を受けて実施

されたものです。これからの大学博物館のあり/iや、伊都で

の九大博物館はどのようなものがよいかを考えるために、利

川芥である汗さんからのご，江川をうかがいました。以下に、そ

の結果の一部をご報行し、たします。

.回答者の情成

ノ71"1のアンケートでは、子ども向け、大人lilJけの2fifi知を実

施しました。アンケートをお送りした対象は、これまで公開反

示の会場などで住所・氏名を記111長され、、li館から案内等をお

よ去りさせていただいていた粁様です。

子ども向け 大人向け

学年 回答数

小学生 85 

中学生 16 

高校生

その他 5 

無回答 12 

計 119 

年齢 回答数

66才以上 93 

5 1 ~65才 95 

36~50才 84 

22~35才 12 

~22才 11 

無回答 52 

計 347 

扱ってほしいテーマや内容は幅広し

伊丹I~ キャンパスへ移るまでの問、どんなh~ぷやイベントを

してほしいですか?という川いに対しては、|ヌ11のような川符

がありました。汗さんの興味あるテーマは人文系から科学系

まで11而広く、また、九大そのものについても感心のあることが

うカ通がえます。

h~示の他にやってほしいことは?という選択では、サイエ

ンスカフェやフィールド請時など、参力11J~I~ のものに人気があ

ることがMえます。(1火12)

もっとたくさん 2% ~惑心あれば何でも 2%

今までどおり 4%、 ¥ / ¥¥ ¥ / ~っと広い展示 3%

げー専門性の高学とご\\ I~考古学系 6%

関係 5%

講義・講座 4% 科学系 7%

7% 

図1.伊都キャンパスへ移るまでの問、どんな展示やイベントを

してほしいですか?大人向けより)

子佐美島一一一

標本作

ルド講座

可

-oo一戸。
ク

1

加
一

参

ワ

凡
叉

k
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J
，
Y
 

一
ネ

16% 

図2.展示の他にやってほしいことは?大人向けより)

.t重物館は、家の近ぐlーあるのがいいlつ

伊都キャンパスへの移転に際し、「市街から述く離れてし

まったキャンパスまで、符さんわざわざ米てくれるのだろう

か?Jということは、私迷にとって大きな懸念の一つです。実際

のところ、背さんはどうお考えなので、しょうか(1刈3)。

無回答

14% 
図3.伊都キャンパスに九大博

物館が出来たら、展示を

見に行ったり企画に参加

したりしますか?

(大人向けより)

出いのほか多くの方が「行きたしリとご凶符 fさり、少し安

心しました。ここで、行きたい町山の一番は「近しリ、反|師、行か

ない・わからない開山の一番は「速いJr交通の使が思しリで

した。家の近くカ3147かということは、同物館に行くか行かない

かを決める大きな要!大!となっているようです。

.たと、りつけなかった九大博物館展示室・.. 

では、 JJlイ七一般公開されている常設以示室の比学につい

ては、どのような状況なのでしょうか (1刈4)。こちらも、過、ド数

の方がすでにお越し下さっており、大変イiり難くjgうと|叶時

に、展示伴えの必要性も感じさせられます。

大変'-11し叔なかったのは、比に来てくださったにも開らず

「助所がわからずあきらめたjというご同答が、少なからずあっ

たことです。ご足労いただいたのに、 1/1し訳ございません。現

在は、地下鉄からすぐのところにある門からの道筋と、正I"Jか

らの辺筋に、博物館までの案内有板を設問しています。九大
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見に行ったが場所が

わからずあきらめた

3% ¥ 無回答

見ておらず、今後 . 

も見に行かない

5% 

まだ見ていない

が、見てみたい

18% 

図4.箱崎キャンパス内、|日工学部本館3階にある常設展示室は

ご覧になりましたか?大人向けよ り)

ウェブサイト|刈の地|ヌ|で、11"1巡っていた配同点ぷも修 l山、たし

ました。以前よりは迷いにくくなったことと思いますので、また是

非お越し下さい。

ノテ1"1のアンケートでは、ここでご紹介した仙にもたくさんの

ご，む比やご指摘をいただいております。巻頭の新館長扶拶に

ありますように、創I没10作11の節けを迎えた、li館は、次なる

ステップにむけて、将米"恨のはp'(しをいたしました。今後

I O{I~ は移 '1以と|噂物館住設において重要な II ，r WJ であり、その

実質的な活動百l'lllljの'1'に、アンケート集計結以を反映してい

きたいと考えています。

id後に、このアンケートス胞のさい、ニュースや催 'J4案内

の送付布陣続の希望についても昨認をとらせていただきまし

た。そのさい、送付fij世にもかかわらず、住所や氏名のご記入

がない/;が何件かありました。もしこのり-をみかけてそれに

お気づきになられたら、あるいはお知的合いでそのような万が

ございましたら、総介研究博物館恒務宅までご一報 1---さい。

(総介研究博物館開示研究系 ・助教/刷物系統学)

平成21年度公開講演会

月の起源と進化(仮)

開催日/2010年3月13日(土)(予定)

時間/14:00くらいから

場所/九州大学箱崎キャンパス内

テーマは、 rJl J 

ニつラム

3JfL-ι 

符えは、ヨーロッパの炭

鉱で他われた振動ふる

いの棋引です。20世紀

の初頭に、ドイツのフラ

イベルク鉱山学校の棋

明製作L局で、モデルマ

イスターが作成した 16

分の l悦明です。振動ふ

るいは、イiJ.えを粧の大き
さで分ける際に使いま

す後ろに、鉱rp:を阿転

させて行炭を供給する

しくみがあります。精工lj

な模型で、イIドのハンド

lレを Hすと、鉱市が|円l

il岳し、ふるいが振動しま

す。常設展ぷ主に展示し

ていますのでぜひ触っ

てみてドさい。

rl'l周 f守山
(総介研究r.'j物館開示研究系，nl~教授/鉱床学)

編集 後 記

今;;-から、ニュース}I!、'iになりました 三L1です。

数年前に、 I'fr}同学会のニュースレター制集を11!、Iiして以

米、久々のニュース品目集で、す米"1:の吋釘[101M年記念・n
業にli'Jけて、紙|打iの充実とリニューアルをしていきます。ご

忠弘ご!ll.~危!、リクエストは、問物館 'JÇ務宅まで《

アポ口 11号で撮られた月面上での活動

の写真(提供NASA)

-T.俄:九州大学総fT研究博物館

お111Jfj-せ

九州大学総合研究博物館・JJ務宅

'4;:話:092-642-4252 

http://www.museum.kyushu-u.ac.jp/ 

今年2009年は、アポロ 11号が初めて)Jに蔚陸してからちょうど40同年になります。また、今年は、日本の月採査衛星

「かぐやJが月に行き、片の起源や進化について解明するための膨大で、詳細なデータを収集しました。このような記念

すべき年、総合研究博物館では、 H本の凡研究の第一人占をお呼びして、「月の起源と進化J(仮)と題した公開講演会

を企両しています。極地研所蔵の月の阪石も展示する予定です。

詳細な日111と場所は、 12片ごろ公示いたします。九州大学ワェブサイトトップページのお知らせや総合研究博物館ウェブサイト、 rji報その他

のご案内等でご確認 Fさい。
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平成21年度九州大学総合研究博物館公開展示の報告

昆虫のヒミツー昆虫学入門一
開催日/2009年7月 18日 (土)~8月31 日 (月 )
場 所/福岡市少年科学文化会館 1F学習室

丸山宗利

今年度は、九大の農学研究院・比較社会文化研究院・熱帯研究センター・総合研究博物館の毘虫研究者が総力

を挙げて、毘虫展を開催しました。さまざまな毘虫のくらし、毘虫と地球環境の問題、昆虫と人間のかかわりなどの

ヒミツを、パネルや模型、飼育展示で解説しました。アリやゲンゴロウ、セミ、カイコ、ぴょんぴょんとびはねる蝿が

愉快だったヨ一口ツ/てトピチピアメパチなど、普段あまりじっくり見ることの出来ないような虫達が大変人気でし

た。海ののりもの展以来恒例のクラフトコーナーでは、ぬり絵や切り絵や木製パズル、そして今年の一番人気だっ

たカイコのまゆ人形とミサンガ作りを実施し、就学前のお子さんから大人まで皆さんに楽しんでいただけました。

同じ会場内に展示した当館所蔵「烏山邦夫世界の毘虫標本jは、国内外の美しい毘虫の標本がずらりと並び、来場

した皆さんを魅了していました。8月おわりの標本作製講座と昆虫同定会は、夏休みの自由研究のよいお手伝い

になったことと思います。私にとっては着任して初めての公開展示担当て・大変て・はありましたが、とてもやりがい

があり楽しませて頂きました。今回は約2万3干人の皆様にご来場いただきました。暑い中ご来場下さいました皆

様、本当に、どうもありがとうございました。

特別展示

-平成21年5月8日---6月5日

第81"IP&P研究成* -般公開

於:p，1博，IJ.物館イ本三館常設IJ，民i民4心室(1111仁:プ，ρ乍、

1け巾1下1 山 、平|ド乙次郎先'1生|主:」~々' III 学|怯凶某剥l係資料一般公開

於:問物館、|λ7日・以ぷ':f.:(5 0Jl~{I":記念講引31桝)

・平成21年5月8日---5月17日

WI工学部本館41明会議常公開

・平成21年5月11日

九州大学1m学記念行'jC

， P.'l-物館第 1分断一般公|丹l
.工学部ダIJi'lI'l宅一般公1m

公開展示

-平成21年1月1日---2月8日

以IJqのlもj一九大筑紫地|天のJ:lH版文化財一

於 :JL州、 1 11 '1 な同物自'((本 ~jp2 参J!日)

・平成21年ア月18日---8月31日

1~!.Uのヒミツ -u山学人I"J-

( 1"，記IJNみ記事参J!日)

ひらめきふときめきサイエンス
平成21年8月20日---8月21日

見出山のr1然体験学内

-l~山. ，ft([物 ・ |円~)ÌU 1' れイイ ・ 鉱物一

於 :Y，~ ，'/児 }~II II'j'{ 1 ー:の家 (1 1 1 川 1"\添 川 lun

新規寄贈標本資料

平成21年2月5日
長11崎県平戸市 川 、 I~教会 J:.JIII 邦夫氏より
JII:界の 1~ !ll標本約 1 0万点

平成21年3月4日
柄附t!i 1判11向繁 f氏より

1~(iJ 11耐政教授収集学術調査資料および汗籍類

7!?架70神分 一折

活動状況(展示・講演会関係)

サテライト展示
・福岡空港 第1ターミナル2階待合室

平成21年2月5日~平成21年6月14日

化イlのヒミツN

平成21年6月15日~

化イiのヒミツV

-福岡市保健環境研究所「まもるーむJ
平成21年2月5日~

刷物をもっと主11ろうIV

-志摩町総合保健福祉センター「ふれあいj

平成21年1月4日---3月3日

Hj，!.~J:(tの打遺跡

平成21年3月4日---5月8日

-立11二|カラカミiLi跡

平成21年5月9日~ア月3日

一支IIiIJJ;(の辻法制i

平成21年ア月4日---9月5日

末応11・l'j-:木汲川浩跡

平成21年9月6日~

{J ~ fJ1111q :. ';2追跡

活動状況(その他)

平成21年8月18日
福作，，}" 森本朝子氏より

""Ii!陶磁器関係書籍矧・調査資料および
関連i!?籍類占梨4仲分 一括

-二丈町健康ふれあい施設

「二丈温泉きららの湯J
平成21年1月4日---3月3日

伊都|玉|-fZi立跡

平成21年3月4日---5月8日

以|玉1;!'!玖|川本足立跡

平成21年5月9日---7月3日
奴[Elf刷、I泣削;

平成21年ア月4日---9月5日

八kdi1'rJillllJjlt't 

平成21年9月6日~

行橋di琵也liiQ山m
-前原市伊都文化会館

平成21年1月4日---3月3日

飯塚山山ノ村III'j償

平成21年3月4日---5月8日

京都1"1高原l'lm
平成21年5月9日~ア月3日

Hj，!~ガヤノキ遺跡

平成21年ア月4日---9月5日

刈J:ら併のi"iJll跡

平成21年9月6日~

-支llilカラカミ遺跡

運営委員会
平成21{1':2)J26HC，作副会議)

平成21年3)J 2 rl 
、|勺戊21{r5)J811

、 I~h見21 {Iミ6)1211(芹面会議)

平成21{f.8刀3111C'll面会議)
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